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平
成
元
年
三
月
十
七
日
、
二
点
の
絵
図
が
『
久
保
田

城
下
絵
図
』
の
名
称
で
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
『
御
城
下
絵
図
』
と
い
う
資
料
名
の
絵
図

で
す
が
、
「
県
Ｃ
―
一
六
五
」
は
寛
保
二
年
（
一
七
四

二
）
の
（
以
下
、
寛
保
絵
図
）
、「
県
Ｃ
―
五
九
九
」
は

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
（
以
下
、
宝
暦
絵
図
）
久

保
田
城
下
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
ふ
た
つ
の
絵
図
は
わ
ず
か
十
七
年
ほ
ど
の
期
間

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、町
割
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

寛
保
期
前
後
に
久
保
田
城
下
町
の
形
体
は
ほ
ぼ
完
成
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ふ
た
つ
の
絵
図
は
い
わ
ゆ
る
「
宝
暦

の
銀
札
事
件
」
（
註
）
を
は
さ
ん
だ
時
期
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
絵
図
に
み
え

る
、
特
に
三
ノ
丸
に
居
住
し
て
い
る
上
級
武
士
が
、
銀

札
事
件
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
事
実
を
概
観
し
て

み
ま
す
。

寛
保
絵
図
に
は
三
ノ
丸
北
東
部
（
手
形
上
町
）
に
大

越
甚
右
衛
門
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
ま
た
三
ノ
丸
東
部

（
上
中
城
）
に
は
真
壁
掃
部
助
、
真
崎
兵
庫
、
小
田
野

斎
、
山
方
内
匠
の
名
前
が
み
ら
れ
ま
す
。

ふ
た
つ
の

「
御
城
下
絵
図
」
と

「
宝
暦
の
銀
札
事
件
」

～
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
文
化
財
展
よ
り
～

宝
暦
絵
図
に
は
北
東
部
に
岡
本
又
太
郎
、
東
部
は
真

壁
掃
部
助
、
真
崎
兵
庫
、
小
田
野
亦
（
又
）
八
郎
、
松

野
茂
右
衛
門
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

「
御
城
下
絵
図
」（
県
Ｃ
―
一
六
五
）
寛
保
二
年

※
部
分

ま
ず
、
寛
保
絵
図
の
大
越
甚
右
衛
門
（
貞
国
）
は
、

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
か
ら
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）

八
月
卒
ま
で
三
十
二
年
間
家
老
職
を
つ
と
め
て
い
ま

す
。
こ
の
後
宝
暦
五
年
か
ら
は
子
の
徳
国
が
家
老
に
な

っ
て
い
ま
す
。
徳
国
は
山
方
助
八
郎
憲
自
に
密
書
を
通

じ
た
罪
に
よ
り
宝
暦
七
年
六
月
に
終
身
禁
錮
と
な
り
、

檜
山
に
護
送
さ
れ
宝
暦
絵
図
か
ら
名
前
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
（
裏
面
に
続
く
）

「
御
城
下
絵
図
」
（
県
Ｃ
―
五
九
九
）
宝
暦
九
年

※
部
分
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そ
の
旧
大
越
宅
地
に
新
た
に
居
を
構
え
た
の
が
岡
本

又
太
郎
元
貴
で
す
。
元
貴
は
こ
れ
ま
で
銀
札
発
行
を
担

っ
て
き
た
家
老
真
壁
掃
部
助
康
幹
・
小
田
野
又
八
郎
正

武
が
罷
免
さ
れ
た
宝
暦
六
年
十
一
月
に
、
彼
ら
に
代
わ

っ
て
家
老
に
就
任
し
た
人
物
で
す
。

そ
し
て
、
岡
本
と
と
も
に
家
老
に
抜
擢
さ
れ
た
山
方

助
八
郎
憲
自
は
、
寛
保
絵
図
に
み
え
る
山
方
内
匠
泰
該

の
子
で
あ
り
、
前
述
し
た
通
り
大
越
側
に
つ
き
岡
本
側

と
対
立
し
、
宝
暦
六
年
六
月
に
切
腹
の
刑
に
処
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
政
変
収
束
直
前
の
宝
暦
七
年
六
月
、
松

野
茂
右
衛
門
綱
武
が
家
老
に
な
り
、
山
方
助
八
郎
の
跡

地
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。

今
回
ふ
た
つ
の
絵
図
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
を
『
国

典
類
抄
』
を
は
じ
め
『
佐
竹
家
譜
』
、
各
家
の
「
系
図

・
由
緒
書
」
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
物
の
相
関
関
係
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

絵
図
資
料
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
、
身
近
で
取
っ
つ
き
や
す
い
こ
と
に
加
え
、
み
る
た

び
に
隠
さ
れ
て
い
る
新
た
な
情
報
が
発
見
で
き
る
歴
史

資
料
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
文
献
資
料
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
歴
史
を
深
く
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
当
館
所
蔵
資
料
の
有
効
な
活
用
方
法
か
と
思
い
ま

す
。今

年
度
の
企
画
展
は
開
館
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、

当
館
が
所
蔵
す
る
有
形
文
化
財
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
註
）
藩
の
財
政
赤
字
を
解
決
す
る
た
め
に
、
宝
暦
五
年
に
実

施
し
た
銀
札
発
行
に
お
け
る
執
行
派
と
批
判
派
と
の
対

立
。
こ
の
政
策
で
流
通
は
大
混
乱
と
な
り
、
多
数
の
執

行
派
が
処
分
さ
れ
た
。

【
太
田
研
】

平
成
二
十
三
年
に

開
催
し
た
徳
川
林
政

史
研
究
所
公
開
講
座

秋
田
「
史
料
に
み

inる
江
戸
時
代
の
森
林
」

（
写
真
）
で
は
、
多

く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
外
研
究
機
関
と
の

共
催
事
業
は
初
め
て

で
し
た
が
、
「
今
後
も

継
続
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
る

な
ど
、
好
評
の
う
ち
に
講
座
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ご
要
望
に
お
応
え
し
て
今
年
、
第
２
回
徳
川
林
政
史

研
究
所
公
開
講
座

秋
田
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
共

in

催
機
関
で
あ
る
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
会
場
で

す
。
テ
ー
マ
は
「
改
革
の
幕
開
け

―
村
と
山
の
復
興

と
秋
田
藩
政
―
」
。
江
戸
時
代
秋
田
の
森
林
と
林
業
の

様
相
を
、
当
時
の
秋
田
藩
政
や
村
々
の
状
況
を
踏
ま
え

て
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。
後
半
に
は
質
疑
・
討
論

の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
意
見
を
交
換
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
の
研
究
報
告
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。【

鍋
島
真
】

公
開
講
座
の
ご
案
内

第
２
回
徳
川
林
政
史
研
究
所

公
開
講
座

秋
田

ｉｎ

「
改
革
の
幕
開
け

―
村
と
山
の
復
興
と

秋
田
藩
政
―
」

【
日
時
】
十
月
十
二
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

【
会
場
】
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂

【
報
告
】

金
森
正
也
氏

前
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

「
中
期
藩
政
改
革
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」

栗
原
健
一
氏

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員

「
村
の
飢
饉
と
救
済
・
備
荒
貯
蓄

―
天
明
期
の
秋
田
藩
を
事
例
に
―
」（
仮
）

芳
賀
和
樹
氏

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
員

「
復
興
を
目
指
し
て

―
山
と
川
と
村
を
つ
な
ぐ
秋
田
藩
政
―
」

（
仮
）

【
定
員
】
一
〇
〇
名

【
申
込
方
法
】

必
要
事
項
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

を
電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

直
接
ご
来
館
の
上
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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